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論文内容要旨
 環境中の有害物質は,しばしば,10μ以下の目にみえない塵埃(浮遊粒子状物質・SPM)に
 吸着され,気道を通じ肺胞内に吸入されるが,非溶解性の微粒子は蓄積されて黒色の沈着物とな
 る。そこで,ヒト肺に沈着している粉塵粒子をとりあげ,生体への影響を究明する目的で,大気
 中の粉塵曝露が問題となっている地域住民の肺組織内に沈着している粉塵粒子に関する地理病理
 学的研究を行った。大気汚染地域として,仙台市,北九州市,鹿児島市,非汚染地域として,宮
 城県下の郊外都市および農漁村を選び,その居住者で肺に疾病歴のない剖検肺を対象と,①病理
 組織学的検索,②光顕画像解析処理による粉塵の粒度分布と肺内占有率,③TEM-XMA法に
 よる粉塵の組成元素分析を試み,この結果を地域別,性別に比較し,さらに,呼吸器疾患患者
 (じん肺症,悪性中皮腫,肺癌)との対比検討を行った。肺内粉塵占有率は,標準状態を仮定し,
 steleologicalに補正換算した。その結果,以下のような,定量・定性的評価が得られた。
 ユ)肺内沈着粉塵の粒度分布では,1～3μをピークとする一峰性分布を呈した。それらの大
 部分は10μ以下で,大気中の浮遊粒子状物質(SPM),特にcoarseparticleに由来するも
 のと思われた。
 2)TEM-XMA法による元素分析では,肺粉塵より・Mg,A』Si,C』K,Ca,Ti・Fe
 等が検出され,その殆んどが,土壌性粒子と海塩粒子に発生源を求めることができた。粉塵の平
 均元素組成に,明瞭な地域特異性はみられなかった。
 3)肺内粉塵占有率には,男女とも,有意な地域間差を認めたものの,大気汚染のバックグラ
 ウンド濃度とは並行せず,両者の関係は複雑であった。
 4)じん肺群と対照群の間に,明瞭な沈着粉塵量の臨界値が認められ,肺体積の1%以下の占
 有率では,高度の器質的病変を惹起させないと考えられた。この値は,大気汚染を警戒すべきと
 するのに1つの手掛りを与えてくれる病理組織学的指標となり得るものと思われた。
 5)肺内粉塵占有率は対数正規分布をとり,類似した生活環境下の人においても、約しOOO倍
 の個体差がみられ,年令とは有意の相関は得られなかった。
 6)C1濃度は,じん肺症患者で最大であったが,正常者と有意差はなかった。正常者からも
 多数の遊離珪酸が検出され,一般大気中の生活者も,第ユ種粉塵相当の鉱物性粒子を吸入してい
 ることが示された。じん肺症の成立には,吸入粉塵の質より量の方が大きく寄与するものと考え
 られた。
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 審査結果の要旨
 この論文は,人剖検肺を対象として,粉塵の沈着量をモルフォメトリーを用い,元素組成をX
 線解析により,検索したもので,社会的にup-to-dateな問題を医学的,客観的,定量的に分析す
 ることにより,今後の大気汚染問題を考える上で重要な示唆を与えてくれるものである。
 本研究の前半は肺内沈着粉塵の定量化に,後半はその定性的評価にあてられている。それぞれ
 が試料処理および分析に相当の時間を要するものだが,学問的新事実と考えられる点を中心に述
 べてみたい。
 従来,剖検例の肺内粉塵沈着度は検者の肉眼による主観的判定・半定量にとどまり,客観的・
 他覚的解析には至らなかった。本論文では,粉塵沈着量を組織学的にもとめ,それをstereologi-
 ca1に同一の状態で基準化することにより,各都市における人肺汚染度の定量ならびに客観的評
 価を可能ならしめた。さらに,正常な肺と進行した塵肺で,粉塵沈着量を比較することにより,
 r都市型塵肺症が発症し得るか否か』を規定するthresholdが,肺体積の1%の占有率であるこ
 とが示され,意外に少量の粉塵沈着で塵肺が惹起されることが理解された。塵肺変化が元に戻ら
 ないものであることを考えると,この値は警戒すべき大気汚染の基準に1つの手掛りを与えてく
 れる病理組織学的指標となりうるものと思われ、その社会的意義は極めて大であろう。
 また,本論文で用いられたX線マイクロアナリシスは,全く溶出,抽出などの化学操作を施す
 必要のない非破壊的分析法で,不溶解成分の損失なく,定量誤差も少なく,多元素同時分析が可
 能であり,極めて高感度であるために,分析に要する試料が,微量ですむ特長を有している。分
 析の結果,正常肺と塵肺で,沈着粉塵の質的な差はわずかで,鉱物粉塵による人肺への慢性影響
 を考える場合,その沈着量を第一義的なMerkmalとすべきであろう。
 ヒト肺内沈着粉塵について,複数の分析手法により総合的に分析した研究成果は少なく,一方,
 大気汚染対策実施の不備とその監督体制にも大きな欠陥が指摘されている。この様な現状におい
 て本論文の提示した学問的事実は,塵肺に対する正しい認識をもたらし,正しい公害対策を一日
 も早く実行するためにも極めて貴重なもので,医学博士の学位を得る資格ありと認める。
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